
２０２４年度に向けたパラスポーツ競技力向上の目標について

新たな
目 標

東京2020大会での好成績を一過性のものとせず、大会に向けて構築した競技力向上施策を大会のレガシーとして活用し、国や

都障協、競技団体等と連携し、トップアスリートに限らずジュニア世代等の未来のアスリートが国際舞台で活躍できる基盤を整備

➢ 競技スポーツの裾野を拡大し、競技団体や東京ゆかりアスリートを支援することで活動環境を整え、日本代表候補者を輩出

具体的な取組

75
新たな

JPC強化・育成

人
(22～24年度計)

○競技スポーツの体験機会を
提供

○スポーツを始めたい方に役
立つ情報をWebサイトで提供

○東京都障害者スポーツ大
会・オープン競技の開催

○東京ゆかりアスリート等の経
験を地域スポーツ推進に還元

１競技機会の拡大

○競技団体の競技力向上に向け
た活動を支援

○競技団体の組織基盤強化及び
組織運営能力を支援

２アスリートの育成・団体支援

○国際大会での活躍を目指す
東京ゆかりアスリートの活動費
等を支援

○アスリートを支えるコーチ・競技
パートナー等スタッフの活動を
支援

３アスリート強化・スタッフ支援

１ 競技機会

の拡大

２ アスリート

の育成・

団体支援

３ アスリート強化・

スタッフ支援

「東京都スポーツ推進総合計画」・・・計画期間：2018年度から2024年度までの7年間 2024年：成果等を踏まえ検討

※JPC強化指定選手 ： JPC加盟競技団体が選抜する強化指定選手、次世代育成選手

都が発掘・育成・強化したアスリートで、新たなJPC強化指定選手・次世代育成選手※数
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